










































されてUlrich Haarmann Memorial Lecture Seriesで
講演したが、結果としてその返礼の機会ともなっ
た。現在、我々は来年6月に早稲田大学で開催す
る第6回国際マムルーク会議6th Conference of the 
School of Mamluk Studiesの準備に追われており、
第2回日独マムルーク会議
The Second Japanese-German Workshop  
on Mamluk Studies報告
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本会議の開催といかに並行させてゆくべきかにつ
いては、それなりに腐心したのであるが、（いさ
さか失礼な表現ながら）結果としては良い予行演
習となった。
ボン大学は世界的に知られた10年にわたるマ
ムルーク朝研究の大プロジェクトをそろそろ終え
ようとしており、また早稲田もイスラーム地域研
究機構に区切りをつけようとしているが、今回の
真摯な学術交流がまた新たな萌芽となり、異なる
形で将来に果実をもたらさんことを、心から願っ
てやまない。
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